
教育田で手植えの後に
機械植えを見学し比較

ＡＳＰで米粉の活用
について学習、調理

農家の方の話を聴いて
農作業体験

食と農のわくわくＳＤＧｓ学習推進事業【概要】 新潟市農林水産部食と花の推進課・教育委員会学校支援課

背景
【これまでの取り組み】
• 本市の豊かな食や農への理解を深め、ふるさとへの誇り

や愛着、生きる力を培うため、農業体験学習を市内の全
小学校で実施（R7「農業は、新潟市の自慢になると思
う」と回答した割合は97.5%）

事業のねらい

事業概要

【本市の課題】
• 東京圏への転出超過、特に20〜24歳の転出超過が最も

多い。（住⺠基本台帳⼈⼝移動報告）
• 農業者の高齢化・担い手不足が進み、76％が後継者を

確保していない。（2020年農林業センサス）
• アグリパークのＡＳＰ※利用率は小学校低学年以下が

６割と高く、小学校中学年以上の利用率が低い。

食と農のわくわくＳＤＧｓ学習［R4年度：モデル校情報収集、R5年度：モデル実施、R6年度〜本格実施］

【農林水産部】
• 小学生から大学生まで各年代で切れ目なく、食や農について探究する

機会を提供し支援することで、児童・生徒・学生の興味・関心を向上
させ、将来、食や農の産業を支える⼈材の育成につなげる。

• スマート農業などの先端技術や6次産業化などビジネス感覚を養う学習
により、農業のイメージが転換し、食や農の魅力を発信する⼈が増え、
若者に選ばれる農業になる。

【教育委員会】
• 新潟市や自分の地域の食と農に関わる探究的な学習を通して、目的や

根拠を明らかにしながら、よりよく課題を解決する力を育成するとと
もに、持続可能な社会を実現するための自己の生き方を考えることが
できるようにする。

最終目標
（令和12年度）

中間目標
（令和8年度）

現状値
（令和4年度）

90.0％90.0％86.9％

新潟市総合計画2023
【政策指標（基本計画）】
新潟市の農水産物などに対して誇りや愛着を持つ
市⺠の割合

【食と農のわくわくＳＤＧｓ学習推進事業とは】
• 主に小学校高学年から専門学校・大学までを対象とした食と農

に関する探究的な学習を推進し、本市の豊かな食や農への理解
を深め、地域への誇りや愛着、生きる力を培うとともに、本市
の農業や食品産業を支える⼈材づくりにつなげる事業。

【取組指標（前期実施計画）】
食と農のわくわくＳＤＧｓ学習プログラム実施校数

目標
（令和8年度）

目標
（令和7年度）

目標
（令和6年度）

28校21校14校

【学校への支援内容】
• 経費の支援（校外学習の交通費、アグリパーク宿泊費、講師謝礼）
• 専門家や校外学習先の紹介
• 実施計画、実施報告作成の支援
（学校支援課と食と花の推進課による学校サポートチームが支援）

農業体
験学習
【例】

【課題設定への動画の活用】
 「新潟市の農業の現状」編
 「スマート農業」編
 「インタビュー」編（スマー

ト農業、6次産業化、JAなど）
新潟市食育・花育推進キャラクターの
「まいかちゃん」が市の農業の魅力や
現状を紹介するオリジナル動画を市Ｈ
Ｐから視聴

【専門家の例】
• 大学の教授、准教授など
• ＪＡ
• 県(R10プロジェクト)、県地域振興局
• スマート農業、6次産業化事業者
• 食の6次産業化プロデューサー
• 稲作、野菜、果樹、畜産農家
• 食育マスター、なりわいの匠
• 食関連専門学校の先生（学生）
• デザイナー、パッケージデザイナー

【体験学習の例】
• スマート農業技術の見学（田植え機、

ドローン、収穫用ロボットなど）
• アグリ・スタディ・プログラム（米粉、

大豆の調理体験学習など）
• 果樹農家、植物工場での体験学習
• 農産物直売所や農家レストランの見学
• ＪＡ、中央卸売市場の見学
• 学校教育田での田植え・稲刈り体験、

機械植えとの比較

【まとめ・表現の例】
• 学校、保護者、地域の人に発信
• 区⻑に発表・提⾔
• ＣＭ、新聞、ポスター作り
• 商品開発やレシピ作成、販売
• イベント出店・販売
• メディアと連携しＰＲ活動
• 他校と発表会
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学習終了後

探究学習の過程は
この例に限らない
（順不同）

区⻑に発表、提⾔、質問

まとめ
・表現
【例】

専門家
の話
【例】

スマート農業に取り組む
農家との交流

小学校中・高学年〜大学生対象
総合的な学習（探究）の時間など教科
最大70時間（学校の裁量による）時間
食や農をテーマに課題を自ら設定し、解
決に向けて取り組み、まとめ・表現する

内容

本市の食と農の教育環境を活用し、ふる
さとへの誇りや愛着、生きる力を培う

目標

数R8実施校
17小学校
4中学校
1高等学校
4専門学校
6大学
32計

R8実施校内訳

【ＧＩＧＡスクール環境の活用】
• 多様な「人・もの・こと」

から必要な情報を集める

【情報活用能力】
• 複数の情報を基に整理・分析する

※ＡＳＰ：アグリ・スタディ・プログラム

学校数年度
5R4

15R5

18R6

22R7

32R8

学校数の推移

体験
学習
【例】


